
｢九州における地球温暖化抑制のための行動憲章｣の提案 チャート図

１．地球温暖化の現状と世界の動向
(1)ＩＰＣＣ第４次評価報告書
(2)九州における地球温暖化の現状と今後の予測
(3)世界の地球温暖化対策の動向

２．九州における地球温暖化抑制のための行動憲章
(1)われわれ九州は、地球温暖化抑制に自ら率先して取り組み、日本における「環境トップランナー地域」を目指します
(2)われわれ九州は、環境トップランナー地域を実現するために「ライフスタイルと社会システムの転換」を進めます
(3)われわれ九州は、各県の連携、産学官・住民の連携による「九州がひとつ」となった地球温暖化対策に取り組みます
(4)われわれ九州は、地球温暖化抑制の取り組みを「世界へ発信」し広げていきます

行動憲章の考え方
(1)ＣＯ２の原因となる化石燃料を削減し、｢脱化石燃料地域｣を目指す
(2)エネルギーの消費・供給の両面からあらゆる対策に取り組む
(3)各県の政策連合、産学官連携による九州一体の取り組みを行う

～九州地方知事会や九州地域戦略会議の場でＣＯ２削減の目標値と実効性のある施策を検討する～
(4)九州における地球温暖化対策の取り組みを、日本、アジア、世界へと広げていく

(2)低炭素エネルギーの推進
（エネルギー供給面からの対策）
①原子力エネルギーの推進
②新エネルギーの開発普及

３．具体的対策
(1)省エネルギー社会の実現

（エネルギー消費面からの対策）
①省エネルギー地域づくり
②ライフスタイルの転換
③交通・運輸部門の化石燃料削減
④技術開発の促進

(3)企業、住民の意識改革のための取り組み
①産学官連携による一般家庭への啓発活動
②生涯にわたる環境学習プログラムの構築
③国際会議の誘致、温暖化抑制モデル地区の設置
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